
　日々、職場で働いていると、様々な不安や悩みが出てきます。パワハラを
受けている、お休みを取りたくても取れない、──悩みはそれぞれ違ってい
ても、職場で安心して働きたいという願いは、多くの人にとって共通のもの
です。 

　労働組合とは、労働者が自分たちで労働者の権利を守り、労働条件
や職場環境を改善して、より働きがいのある職場にしていく組織です。
　労働者が個別に病院と交渉をしても、組織全体の改善に結びつけるの
はなかなか難しいですし、そもそもたった一人で声を挙げるには勇気が必
要です。そこで重要な役割を担うのが、雇う側と対等な立場で交渉でき
る労働組合です。労働組合があれば、働く人の代表という立場で、雇う
側と対等に話し合える関係を築くことができます。

　労働組合の力を強くするためには働くすべての人が組合に参加し、希望
や要求の声を大きくすることが大切です。組合に加入してなくても職場環
境は変わらない、加入していなくても同じ待遇が受けられるから必要ない、
それは本当でしょうか？組合員が減れば減るほど組合の力は小さくなり、
人員削減や職場環境・労働条件が悪くなりそうな時、それは困ると声を大
きく上げることが出来ず、働く環境は悪くなるばかりです。

　東部医療センター・西部医療センターには元々２つの労働組合がありま
す、ですが今は名古屋市立大学教職員組合に合流して、団結し１つの大き
な労働組合になろうとしています。多くの仲間たちと共に自分自身を守る
ためにもぜひ名古屋市立大学教職員組合の加入を周りの方に呼び掛けて
ください。

組合員のみなさまへ

大切なお願いです

連絡先は上記記載、電話・メール・公式LINEにて受け付けております。

また毎週金曜日、東部医療センター北(旧東)棟４階EVホール前にて書記局が常駐しております。

お気軽にお越しください。
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